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　毎年、楽しみにしているこの意見発表会ですが、今回、とても感銘を受けたのは、すべての発表内容が具体的で
あり、しかも提案型のスピーチが多かったことです。皆さん、日頃の仕事を通じて感じた問題点を取り上げておら
れ、なにより未来志向であることに心動かされました。
　私自身は、いまだに馴染みを持てないSNSやAI、チャットGPTの活用など、若い世代ならではのトピックが満載
で、ワクワクしながら拝聴しました。若手の皆さんの力で、ぜひ、そういった新しい技術を防災や消防、救急の現
場に導入していただきたい。できれば、私が生きている間に、そんな新しい時代が来ることを願っています。

＊各発表について、発表者毎に二次元コードから視聴することができます。ぜひご覧ください。
　最優秀賞、優秀賞を受賞した３名の発表（概要）については、次号以降に掲載予定です。

16

72

　令和７年２月13日、西消防署講堂において第72回消防職員意見発表会を開催し、各ブロックから選抜された８名の職員
が、職務に対する提言や今後取り組むべき課題など自身の思いを発表しました。外部からお招きした中村宏氏（NHK大阪放
送局）や宮本昭一氏（大阪市職員人材開発センター）ら審査員により、発表内容や表現力について厳正な審査が行われ、最
優秀者などの表彰者を決定しました。
　本発表会は、昭和26年に職員弁論大会としてスタートし、昭和62年の第35回目に消防職員意見発表会へと名前を変えなが
ら、脈々と続く歴史があります。今年も、発表者それぞれの職務に対する熱い思いや、消防のこれからについての考察な
ど、未来志向の題材満載の発表会となりました。
　ここでは、各発表者の演題及び講評内容の一部を紹介します。

“
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■
は
じ
め
に

昨
年
、
大
阪
市
指
揮
支
援
隊
は
１
月

に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

及
び
９
月
に
発
生
し
た
令
和
６
年
奥
能

登
豪
雨
に
対
応
す
る
た
め
、
奥
能
登
広

域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に
派
遣
さ
れ

た
。
今
回
は
、
そ
の
活
動
概
要
と
指
揮

支
援
隊
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

■
指
揮
支
援
部
隊
の
編
成

指
揮
支
援
隊
は
緊
急
消
防
援
助
隊
の

編
成
の
ひ
と
つ
で
あ
る
指
揮
支
援
部
隊

に
含
ま
れ
る
。
指
揮
支
援
部
隊
は
統
括

指
揮
支
援
隊
、
指
揮
支
援
隊
及
び
航
空

指
揮
支
援
隊
に
よ
り
編
成
さ
れ
る
。

指
揮
支
援
部
隊
の
主
な
任
務
は
、
大

規
模
災
害
又
は
特
殊
災
害
の
発
生
に
際

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
被
災
状

況
の
把
握
、
消
防
庁
と
の
連
絡
調
整
、

現
地
消
防
機
関
の
指
揮
支
援
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
昨
年
の
石
川
県
能
登
地

方
の
災
害
に
係
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の

指
揮
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
大
阪
市
指

揮
支
援
隊
は
い
ず
れ
も
輪
島
市
へ
派
遣

さ
れ
、
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
に
お
い
て
活
動
し
た
。

（
別
図
参
照
【
緊
急
消
防
援
助
隊
の
基

本
的
な
部
隊
編
成
】）

■
指
揮
支
援
隊
の
編
成

大
阪
市
指
揮
支
援
隊
は
、
大
阪
市
消

防
局
で
災
害
の
指
揮
、
情
報
収
集
・
伝
達
、

通
信
等
を
担
当
す
る
方
面
隊
員
を
含
む

７
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
か
ら
出
動
要
請
が
あ

れ
ば
、
消
防
司
令
長
の
方
面
隊
長
を
指

揮
支
援
隊
長
と
す
る
４
名
が
、
概
ね
１

時
間
以
内
に
、
指
揮
支
援
活
動
に
必
要

な
最
低
限
の
資
器
材
及
び
食
料
を
携
行

し
、
八
尾
空
港
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
り
空
路
で
出
動
す
る
。

そ
の
他
３
名
は
消
防
局
か
ら
方
面
隊

車
等
に
よ
り
必
要
資
器
材
を
積
載
し
陸

路
で
出
動
す
る
。

■
主
な
活
動
に
つ
い
て

指
揮
支
援
隊
は
、被
災
地
消
防
本
部
と

連
携
し
、
被
災
地
の
災
害
状
況
及
び
指

揮
体
制
下
の
各
隊
の
活
動
状
況
等
に
つ

い
て
情
報
集
約
し
、
都
道
府
県
庁
の
消

防
応
援
活
動
調
整
本
部
及
び
指
揮
下
の

各
隊
等
の
調
整
を
務
め
る
。

主
な
活
動
例
と
し
て
、
警
察
や
自
衛

隊
等
と
の
調
整
会
議
に
て
、
各
機
関
の

保
有
資
器
材
や
重
機
等
を
鑑
み
て
各
活

動
エ
リ
ア
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
指
揮
下

の
各
隊
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
要
請
や
警
察
等
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ド
ッ

グ
の
要
請
等
関
係
機
関
へ
の
支
援
要
請

が
あ
れ
ば
、
統
括
指
揮
支
援
隊
を
通
じ

て
、
他
機
関
と
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
現

場
活
動
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
任
務

も
含
ま
れ
る
。

■
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び

　令
和
６
年
奥
能
登
豪
雨
の
活
動

　を
振
り
返
っ
て

１
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

発
災
直
後
の
令
和
６
年
１
月
１
日
、

指
揮
支
援
隊
（
空
路
・
陸
路
）
は
被
害

状
況
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
石
川
県
へ

向
け
出
動
し
た
。
石
川
県
庁
で
の
調
整

会
議
の
結
果
、
大
阪
市
指
揮
支
援
隊
は

輪
島
市
へ
の
派
遣
が
決
定
し
た
。
し
か

し
、
石
川
県
庁
か
ら
輪
島
市
内
に
あ
る

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
へ

向
か
う
先
々
の
道
路
の
崩
落
や
陥
没
等

に
よ
る
寸
断
の
た
め
、
空
路
進
出
の
指

揮
支
援
隊
が
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
て
現
地
に
到
着
し
た
の
は
、
当
局
を

出
発
し
て
か
ら
12
時
間
後
で
あ
っ
た
。

一
方
、
陸
路
進
出
の
指
揮
支
援
隊
は
、

穴
水
消
防
署
か
ら
輪
島
市
へ
向
か
う
道

が
寸
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
大
阪
府
大

隊
統
合
機
動
部
隊
と
連
携
し
道
路
啓
開

を
し
な
が
ら
進
出
し
、
出
発
か
ら
約
18

時
間
後
に
到
着
し
た
。
到
着
後
は
、
現

地
の
安
否
不
明
者
情
報
及
び
被
災
状
況

等
を
取
得
し
、
同
じ
く
輪
島
市
へ
向
か
っ

て
き
て
い
た
大
阪
府
、
愛
知
県
、
奈
良

県
の
３
府
県
大
隊
へ
情
報
を
共
有
し
た
。

加
え
て
、
自
衛
隊
及
び
警
察
等
と
調
整

会
議
を
実
施
し
、
各
隊
の
活
動
エ
リ
ア

分
け
及
び
、
活
動
管
理
を
行
っ
た
。

指
揮
活
動
の
面
で
苦
労
し
た
点
は
、

道
路
状
況
が
悪
く
、
陸
路
進
出
の
３
名

の
到
着
が
遅
れ
た
こ
と
で
、
派
遣
初
期

は
４
人
の
み
で
の
活
動
が
続
い
た
こ
と

で
あ
る
。
４
人
で
膨
大
な
量
の
情
報
を

精
査
し
、
限
ら
れ
た
情
報
の
み
で
決
断

を
迫
ら
れ
る
場
面
が
多
々
あ
り
柔
軟
な

対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
通
信
環
境
が
悪
く
、
各
隊
の

活
動
状
況
が
掴
み
に
く
い
状
況
が
続
き

情
報
の
取
得
に
苦
慮
し
た
。

２
　
令
和
６
年
奥
能
登
豪
雨

指
揮
支
援
隊
は
、
令
和
６
年
９
月
21

日
に
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
同
年
１
月

の
地
震
時
と
同
様
に
石
川
県
庁
に
向

か
っ
た
。
前
回
と
派
遣
場
所
が
同
じ
奥

能
登
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
現
地
消
防

職
員
と
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

発
災
当
初
か
ら
現
地
と
連
絡
を
密
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
出
動
途
上
に
お
い
て
も
道
路

状
況
、
通
信
環
境
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
状
況
は
悪
化
し
て
い
た
が
、
事
前
に

被
災
状
況
を
入
手
し
岐
阜
県
、
滋
賀
県

の
２
県
大
隊
と
大
阪
府
、
愛
知
県
の
土

砂
・
風
水
害
機
動
支
援
部
隊
の
２
隊
と

情
報
を
共
有
で
き
て
い
た
た
め
、
滞
り

な
く
活
動
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
で
も
、
輪
島
市
に
向
か
う
ま
で

の
間
も
雨
が
降
り
続
き
、
状
況
が
刻
一

刻
と
悪
化
し
た
。
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
等
の
２
次
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
大
い
に
あ
る
状
況
下
で
の
活
動
は

困
難
を
極
め
た
。

指
揮
活
動
の
面
で
苦
労
し
た
点
は
、

安
否
不
明
者
情
報
の
精
査
で
あ
っ
た
が
、

様
々
な
情
報
が
錯
綜
す
る
な
か
、
そ
れ

ら
を
精
査
し
調
整
会
議
を
行
い
、
活
動

隊
を
安
否
不
明
者
が
残
さ
れ
て
い
る
可

能
性
の
高

い
塚
田
川

及
び
小
石

浜
で
の
捜

索
活
動
に

あ
て
る
こ

と
が
で
き

た
。

■
お
わ
り
に

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害
、
大
規
模

地
震
及
び
津
波
災
害
に
対
応
す
る
た
め

に
、
指
揮
支
援
隊
の
み
な
ら
ず
緊
急
消

防
援
助
隊
の
活
動
能
力
の
強
化
が
肝
要

で
あ
る
。
ま
た
、
平
素
よ
り
他
消
防
本

部
、
警
察
、
自
衛
隊
及
び
海
上
保
安
庁

等
の
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図
り
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
い
活
動
や
迅
速
な
連
絡
調
整
が

可
能
に
な
る
と
感
じ
る
。

大
阪
市
消
防
局
内
に
お
い
て
も
、
昨

年
二
度
に
渡
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
派

遣
に
際
し
て
は
、
各
課
や
各
消
防
署
か

ら
人
員
を
派
遣
し
て
活
動
を
実
施
し
て

お
り
、
局
全
体
で
大
規
模
災
害
へ
の
対

応
力
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る
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各
活

動
エ
リ
ア
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
指
揮
下

の
各
隊
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
要
請
や
警
察
等
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ド
ッ

グ
の
要
請
等
関
係
機
関
へ
の
支
援
要
請

が
あ
れ
ば
、
統
括
指
揮
支
援
隊
を
通
じ

て
、
他
機
関
と
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
現

場
活
動
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
任
務

も
含
ま
れ
る
。

西
方
面
隊

大
阪
市
指
揮
支
援
隊

　〜
緊
急
消
防
援
助
隊
〜

■
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び

　令
和
６
年
奥
能
登
豪
雨
の
活
動

　を
振
り
返
っ
て

１
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

発
災
直
後
の
令
和
６
年
１
月
１
日
、

指
揮
支
援
隊
（
空
路
・
陸
路
）
は
被
害

状
況
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
石
川
県
へ

向
け
出
動
し
た
。
石
川
県
庁
で
の
調
整

会
議
の
結
果
、
大
阪
市
指
揮
支
援
隊
は

輪
島
市
へ
の
派
遣
が
決
定
し
た
。
し
か

し
、
石
川
県
庁
か
ら
輪
島
市
内
に
あ
る

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
へ

向
か
う
先
々
の
道
路
の
崩
落
や
陥
没
等

に
よ
る
寸
断
の
た
め
、
空
路
進
出
の
指

揮
支
援
隊
が
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
て
現
地
に
到
着
し
た
の
は
、
当
局
を

出
発
し
て
か
ら
12
時
間
後
で
あ
っ
た
。

一
方
、
陸
路
進
出
の
指
揮
支
援
隊
は
、

穴
水
消
防
署
か
ら
輪
島
市
へ
向
か
う
道

が
寸
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
大
阪
府
大

隊
統
合
機
動
部
隊
と
連
携
し
道
路
啓
開

を
し
な
が
ら
進
出
し
、
出
発
か
ら
約
18

時
間
後
に
到
着
し
た
。
到
着
後
は
、
現

地
の
安
否
不
明
者
情
報
及
び
被
災
状
況

等
を
取
得
し
、
同
じ
く
輪
島
市
へ
向
か
っ

て
き
て
い
た
大
阪
府
、
愛
知
県
、
奈
良

県
の
３
府
県
大
隊
へ
情
報
を
共
有
し
た
。

加
え
て
、
自
衛
隊
及
び
警
察
等
と
調
整

会
議
を
実
施
し
、
各
隊
の
活
動
エ
リ
ア

分
け
及
び
、
活
動
管
理
を
行
っ
た
。

指
揮
活
動
の
面
で
苦
労
し
た
点
は
、

道
路
状
況
が
悪
く
、
陸
路
進
出
の
３
名

の
到
着
が
遅
れ
た
こ
と
で
、
派
遣
初
期

は
４
人
の
み
で
の
活
動
が
続
い
た
こ
と

で
あ
る
。
４
人
で
膨
大
な
量
の
情
報
を

精
査
し
、
限
ら
れ
た
情
報
の
み
で
決
断

を
迫
ら
れ
る
場
面
が
多
々
あ
り
柔
軟
な

対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
通
信
環
境
が
悪
く
、
各
隊
の

活
動
状
況
が
掴
み
に
く
い
状
況
が
続
き

情
報
の
取
得
に
苦
慮
し
た
。

２
　
令
和
６
年
奥
能
登
豪
雨

指
揮
支
援
隊
は
、
令
和
６
年
９
月
21

日
に
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
同
年
１
月

の
地
震
時
と
同
様
に
石
川
県
庁
に
向

か
っ
た
。
前
回
と
派
遣
場
所
が
同
じ
奥

能
登
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
現
地
消
防

職
員
と
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

発
災
当
初
か
ら
現
地
と
連
絡
を
密
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
出
動
途
上
に
お
い
て
も
道
路

状
況
、
通
信
環
境
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
状
況
は
悪
化
し
て
い
た
が
、
事
前
に

被
災
状
況
を
入
手
し
岐
阜
県
、
滋
賀
県

の
２
県
大
隊
と
大
阪
府
、
愛
知
県
の
土

砂
・
風
水
害
機
動
支
援
部
隊
の
２
隊
と

情
報
を
共
有
で
き
て
い
た
た
め
、
滞
り

な
く
活
動
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
で
も
、
輪
島
市
に
向
か
う
ま
で

の
間
も
雨
が
降
り
続
き
、
状
況
が
刻
一

刻
と
悪
化
し
た
。
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
等
の
２
次
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
大
い
に
あ
る
状
況
下
で
の
活
動
は

困
難
を
極
め
た
。

指
揮
活
動
の
面
で
苦
労
し
た
点
は
、

安
否
不
明
者
情
報
の
精
査
で
あ
っ
た
が
、

様
々
な
情
報
が
錯
綜
す
る
な
か
、
そ
れ

ら
を
精
査
し
調
整
会
議
を
行
い
、
活
動

隊
を
安
否
不
明
者
が
残
さ
れ
て
い
る
可

能
性
の
高

い
塚
田
川

及
び
小
石

浜
で
の
捜

索
活
動
に

あ
て
る
こ

と
が
で
き

た
。

■
お
わ
り
に

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害
、
大
規
模

地
震
及
び
津
波
災
害
に
対
応
す
る
た
め

に
、
指
揮
支
援
隊
の
み
な
ら
ず
緊
急
消

防
援
助
隊
の
活
動
能
力
の
強
化
が
肝
要

で
あ
る
。
ま
た
、
平
素
よ
り
他
消
防
本

部
、
警
察
、
自
衛
隊
及
び
海
上
保
安
庁

等
の
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図
り
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
い
活
動
や
迅
速
な
連
絡
調
整
が

可
能
に
な
る
と
感
じ
る
。

大
阪
市
消
防
局
内
に
お
い
て
も
、
昨

年
二
度
に
渡
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
派

遣
に
際
し
て
は
、
各
課
や
各
消
防
署
か

ら
人
員
を
派
遣
し
て
活
動
を
実
施
し
て

お
り
、
局
全
体
で
大
規
模
災
害
へ
の
対

応
力
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
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